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□令和 8 年 1 月 24 日（土），25 日（日），27 日（火） 

□来場者数 1,478 人 

 

 

 

□講評（〇・・よかった点 □・・改善していくとよい点） 

 小学校  

〇「重ねる」、「こする」などパスの使い方に工夫が見られ、深みの 

ある表現につながっていた。 

〇水彩画では、水の量を工夫し、混色、重色、スパッタリング等の技

法を使って多様かつ丁寧な表現がなされていた。 

〇版画では、白黒のバランスがとれていて、細かいところまで丁寧に 

彫れていた。 

□キャラクターを使用しないよう指導援助をしていきたい。 

□写真をもとに描くのはよいが、トレース等でそのまま写すのは避けたい。 

□空き容器を使用した立体作品では、形や大きさや材質を揃える等の規格を統一し、その中で工夫をさせると

造形性が高まる。 

□立体作品では、セロテープを使用せず、のりやボンド等を使って工夫しながら接着する指導をしていきたい。  

 中学校  

〇対象をよく観察し、明暗を描写することで、質感や立体感がよく表現されている。 

〇デザインでは、中身の形や使用目的を考慮するなど、機能面、デザイン性に優れた作品が目立った。 

〇技能面で指標となるような質の高い作品が多く、郡全体のレベルアップにつながっている。 

□水の量やマスキングテープの使い方等、技能面での指導を充実させ、テーマの表現につなげていくとよい。 

□彫刻作品では、輪郭線を彫るだけではなく、立体感がでるような彫りの技法を指導することで木彫りのよさ

を生かした作品になるようにしていきたい。 

□地域題材等、題材開発に注力するのはよいが、必然性のある課題設定、生徒の実態に即した指導援助等、1 単

位時間の指導過程をより充実させていきたい。 

令和7年度 第37回揖斐郡図工美術作品展 第 20回ふれあい作品展 

＜図工美術作品展＞ 

 小学校 中学校 合 計 

入賞者数 261 人 163 人 424 人 

最優秀賞 11 人 6 人 17 人 

優秀賞 24 人 14 人 38 人 

入 選 226 人 143 人 424 人

＜ふれあい作品展＞ 

 小学校 中学校 特別支援学校 合 計 

平 面 132 人 41 人 13 人 186 人 

立 体 72 人 26 人 23 人 121 人 

書 写 ０人 0 人 23 人 23 人 
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揖斐郡教育研修センター教育相談事業 
 

「教育相談事業、こんなことをやっています」 
 

 当センターでは、次のような教育相談事業を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
【ほほえみ教室】の活動 
 不登校の児童生徒の社会的自立および学校復帰を目指して、指導員３名（午前午後で交代し、常

時２名体制）で下記のような日程で指導しています。 

《基本的な１日の流れ（例）》   

 基本的には、その日の活動内容を自己決定させた上でそれぞれの 

活動を行っていきます。また、学習活動においては、児童生徒の所属

する学年の教育課程を踏まえ、加えて本人の実態およびペースにあ

わせて学習を進めるようにします。月末には、学習した内容を学校

に報告し、その後どのような学習に取り組んでいくかを相談しなが

ら、指導計画を立てていきます。 

当教室の性質上同年齢・異年齢の集団の中でもまれながら交流範

囲を広げ、周囲との関わり方を学んでいくという機会がどうしても

少なくなりがちです。そこで、自分をコントロールする力や、相手の

立場でものごとを考えたり共感したりする力をつけるために、自分の中にある様々な感情に気付か

せ、人に気持ちを伝えることができるようにしています。そうすることで「自己選択」する力をつ

け、学習に取り組む姿勢づくりを形成していきます。将来学校復帰した際は、一番に関わりがある

のは学習活動であると考えます。それがスムーズできるようになればその後の活動も安心して参加

できるようになることが期待されます。 

【教育相談】の活動 
 「ほほえみ教室」では、この６年間「愛着障害」「学習障害」「感情コントロール」の三つの言葉

をキーワードにしながら在籍児童生徒及び保護者への支援活動を行ってきました。 

本人や保護者そして学校のお話を聞いたりして、根本となる原因は何かをさぐり、そのうえで、

支援の見通しを持ち、支援活動を仕組んでいます。場合によっては、専門機関の助言もいただきな

がら、自己選択することから自己肯定感の回復につながるようにしています。また、保護者の願い

として「学力の定着」から将来への進路選択をスムーズにしたいということがあります。近い将来

学校復帰し、自らの進路を切り開いていく上で避けては通れない道です。従って、本人や保護者の

思いを確かめながら、学習活動に重点を置きつつ、それを確実にできるための感情コントロールに

特化しているのが当教室の現状です。児童生徒そして保護者への支援という二つの側面から、支援

活動を充実させていきたいと考えています。 

また、各学校との連携についても、主幹教諭や教育相談コーディネーターを中心としてより密に

していくと共に今後も迅速に対応していきます。 

9:00～ 計画・個人活動 

10:00～ 学習① 

11:00～ 学習② 

12:00～ 昼 食 

13:00～ 掃 除 

13:15～ 運 動 

14:00～ 学習③ 

14:50～ 反省・片付け 

○目  的  不登校の児童生徒の社会的自立および学校復帰に向けて、個に応じた適応指導・

相談活動を行う。 

○基本的な立場 

      ・個に応じて支援ができるよう実態把握に努める。 

      ・人間関係形成能力を養い、自己肯定感を高める指導援助に努める。 

      ・家庭、学校、関係機関との連携を密にする。 

○対 象 者  郡内の小中学生とその家族、教職員 

○事業内容 ・教育相談…本人・保護者・先生との相談（来所、電話等） 

      ・適応指導…ほほえみ教室 

      ・教育相談研修会 

      ・各校への訪問相談 

      ・主幹教諭との連携会議 

      ・臨床心理士との個別懇談 

      ・関連図書の貸し出し 
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養護教諭の先生方の感想より 
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揖斐郡教育研修センターではホームページを随時更新し、揖斐郡教育

会事業の充実を図るために活用しています。 
郡センターホームページには 
■教育情報「いび」     ■各年度の郡の行事予定 
■児童文化事業（各作品展） ■読書感想文優秀作品集 
■授業ライブラリー     ■郡教育研究実践論文ライブラリー 
■夏季研修         ■郡教育会研修総会 
等の内容を掲載するとともに、 
□郡教育研究員事業のまとめ  □揖斐郡生成 AI 活用ガイドブック 
□教育相談研修会・こころの相談会 
についてのコンテンツ、および各種アンケートの回答のためのフォー

ムや、郡内の先生方が相互にコミュニケーションがとれるように郡教育
会掲示板を設置しています。 

 
 
 

学校保健教育に関しては、「揖斐郡学校保健会ホームページ」を設け、 
■郡学校保健研修総会 
■郡三師会と養護教諭との交流会 
■歯の健康優良児表彰事業 
■郡学校環境衛生調査 
などの、揖斐郡学校保健会が大切にしている「郡三師会と学校が連携した
郡学校保健教育の充実」への働きかけを行っています。 

また７０年以上にわたって続いている「いびの子のからだ」（デジタル
版）や毎年の揖斐郡学校保健会の活動の記録や、令和４年度に岐阜県全体
に向けて揖斐郡学校保健会の取組を発表した「第６１回岐阜県学校保健
研究大会（揖斐郡大会）」などの記事も掲載しています。 

このような取組を通して、養護教諭の先生方だけでなく、揖斐郡内の全
教職員および児童生徒・保護者の皆様に揖斐郡学校保健会の取組を知っていただくとともに、連携して
揖斐郡の児童の健康教育に貢献できるように取り組んでいます。 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 揖斐郡の教職員・児童生徒・教育関係者から必要とされる郡センターの運営と事業 
（郡小中校長会・各校長会と連携を強化した郡教育会事業の推進） 

 「揖斐郡はひとつ（ねらいが明確な事業）」→揖斐郡の児童・生徒の成長と充実感 
 「教職員にとって多様で有効な研修の場」「郡内の教職員が必要とする教育情報」の提供→揖斐

郡教職員の資質及び指導力の向上 
 郡センター発信の「ICT の活用」による揖斐郡教育の充実や教職員のスリム化への貢献と郡教

育会事業・郡センター事業の成果を維持したスリム化 


